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◆審査評　
伊万里の特徴をうまく生かして
まとめられており、デザイン的
にも一色ですっきりとした仕上
げとしている。特に、染付の鍋
島の特徴をよく捉えている。

広報

特集

９月11日、福岡市のアイランド花どんたく会場で、勇壮な合戦を繰り広げたトンテントン
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皆
さ
ん
の
税
金
を
は
じ
め
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
や
交

付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
福
祉
、
教
育
、
土
木
、
農
林
水

産
な
ど
、
皆
さ
ん
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

の
が
一
般
会
計
で
す
。

歳
入
総
額
２
２
０
億
９
３
５
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
２

１
８
億
４
０
４
８
万
円
で
す
。
そ
の
差
は
１
億
６
８
８
７
万

円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
２
３
８
９
万
円
を
差

し
引
く
と
、
１
億
４
４
９
８
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

表
１
は
、
歳
入
の
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
総
額

は
、
２
２
０
億
９
３
５
万
円
で
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て

６
・
１
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自
に
確
保
で
き
る
『
自
主
財

源
』
と
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
、
交
付
金
な
ど

の
『
依
存
財
源
』
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

自
主
財
源
の
総
額
は
、
75
億
８
６
４
３
万
円
で
全
体
の

34
・
５
㌫
を
占
め
て
い
て
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
６
・
４

㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。
う
ち
市
税
は
、
53
億
４
７
８
５
万
円
で
、

平
成
15
年
度
に
比
べ
て
０
・
５
㌫
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
総
額
は
、
１
４
４
億
２
２
９
２
万
円
で
、

65
・
５
㌫
を
占
め
て
い
て
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
５
・
９

㌫
減
少
し
ま
し
た
。
う
ち
地
方
交
付
税
等
は
74
億
１
２
４
１

万
円
で
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
２
・
６
㌫
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

表
２
は
歳
出
の
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
出
額
は
２
１

８
億
４
０
４
８
万
円
で
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
６
・
３
㌫

減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人
件
費
な
ど
の
『
義
務

■
歳
入
総
額
は
２
２
０
億
９
３
５
万
円

■
歳
出
総
額
は
２
１
８
億
４
０
４
８
万
円
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的
経
費
』
と
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
『
投
資
的
経
費
』、
物
件

費
な
ど
の
『
消
費
的
経
費
』
と
『
そ
の
他
の
経
費
』
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
義
務
的
経
費
は
１
１
７
億
４
１
８
２
万
円
で
、

全
体
の
53
・
８
㌫
を
占
め
て
い
て
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て

７
・
７
㌫
の
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
人
件
費
は
48
億

９
１
５
６
万
円
で
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
２
・
２
㌫
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
27
億
１
５
８
１
万
円
で
、
12
・
４
㌫
を
占

め
て
い
て
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
39
・
７
㌫
の
減
少
に
な

っ
て
い
ま
す
。
う
ち
普
通
建
設
事
業
費
は
26
億
５
０
１
９
万

円
で
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
26
・
３
㌫
の
減
少
に
な
っ
て

い
ま
す
。

消
費
的
経
費
は
41
億
１
９
３
１
万
円
で
、
全
体
の
18
・
９

㌫
を
占
め
て
い
て
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
０
・
１
㌫
の
減

少
に
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
物
件
費
は
22
億
２
３
１
４
万
円

で
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
３
・
２
㌫
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
経
費
は
、
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
で

す
。
32
億
６
３
５
５
万
円
で
、
全
体
の
14
・
９
㌫
を
占
め
て

い
て
、
平
成
15
年
度
に
比
べ
て
13
・
５
㌫
の
減
少
に
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出
を
、
目
的
別
に
見
た
の
が
表
３
で
す
。
最
も
多
く
の

経
費
を
要
し
た
の
が
民
生
費
の
60
億
円
で
す
。
こ
れ
は
社
会

福
祉
や
児
童
福
祉
、
生
活
保
護
費
な
ど
、
安
定
し
た
社
会
生

活
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。
次
い
で
、
借
入
金
の
元
利
償
還

金
に
充
て
る
公
債
費
に
30
億
円
を
要
し
ま
し
た
。
次
に
、
庁

舎
の
維
持
管
理
や
交
通
安
全
対
策
な
ど
の
総
務
費
で
27
億
円
。

次
に
、
道
路
や
河
川
、
公
園
、
市
街
地
整
備
な
ど
の
土
木
費

に
24
億
円
。
続
い
て
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
な
ど
の
農
林

水
産
業
費
に
19
億
円
。
次
に
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
社

会
体
育
な
ど
の
教
育
費
に
18
億
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

■
目
的
別
で
は
民
生
費
の
60
億
円
が
最
多

特 集 平成16年度決算の概要
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表
４
は
特
別
会
計
の
決
算
状
況
で
す
。

特
定
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
料
金
な
ど
を
財
源
に
、
８
の
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
が

国
民
健
康
保
険
税
、
国
庫
負
担
金
な
ど

52
億
１
８
６
６
万
円
、
歳
出
は
被
保
険

者
の
療
養
給
付
費
な
ど
51
億
４
４
０
９

万
円
で
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
が
支
払

基
金
交
付
金
な
ど
40
億
５
２
２
７
万

円
、
歳
出
は
保
険
給
付
費
な
ど
で
40
億

３
４
３
６
万
円
で
し
た
。

◆
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入

が
土
地
の
売
却
費
な
ど
１
億
５
３
８
４
万

円
、
歳
出
は
公
債
費
な
ど
８
億
１
７
４
５

万
円
で
、
６
億
６
３
６
１
万
円
の
赤
字
決

算
と
な
り
、
繰※

注

上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入

が
下
水
道
使
用
料
、
市
債
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
23
億
１
６
８
６
万

円
、
歳
出
は
公
共
下
水
道
建
設
費
や
公

債
費
な
ど
24
億
４
８
９
９
万
円
で
、
１

億
３
２
１
３
万
円
の
赤
字
決
算
と
な

り
、
繰
上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、
歳

入
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
農
業

集
落
排
水
使
用
料
な
ど
１
億
７
５
５
万

円
、
歳
出
は
公
債
費
な
ど
１
億
１
８
４

３
万
円
で
、
１
０
８
８
万
円
の
赤
字
決

算
と
な
り
、
繰
上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

◆
伊
万
里
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
は
、
歳
入
が
公
共
施
設
管
理
者

負
担
金
な
ど
２
２
４
７
万
円
、
歳
出
は

換
地
設
計
等
業
務
委
託
な
ど
で
７
５
６

１
万
円
で
、
５
３
１
４
万
円
の
赤
字
決

算
と
な
り
、
繰
上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

◆
市
営
駐
車
場
特
別
会
計
は
、
歳
入
が
料

金
収
入
な
ど
１
６
６
５
万
円
、
歳
出
は

土
地
借
上
料
な
ど
１
７
５
０
万
円
で
、

８
５
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
、
繰
上

充
用
を
行
い
ま
し
た
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
歳
入
が
支
払

基
金
交
付
金
、
国
庫
負
担
金
な
ど
66
億

４
６
３
１
万
円
で
、
歳
出
は
医
療
給
付

費
な
ど
66
億
１
８
１
９
万
円
で
し
た
。
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安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
の
安
定
供
給

の
た
め
の
水
道
事
業
特
別
会
計
、
企
業
活

動
に
欠
か
せ
な
い
工
業
用
水
の
供
給
の
た

め
の
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
、
市
民

の
健
康
維
持
に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
の
病
院
事
業
特
別
会
計
の
三
つ
の
企

業
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
表
５
は
そ

れ
ら
の
決
算
の
状
況
で
す
。
水
道
使
用
料

や
診
療
報
酬
な
ど
の
収
入
を
も
と
に
、
独

立
採
算
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

表
中
の
収
益
的
収
支
と
は
、
経
常
的
な

収
入
と
支
出
で
、
資
本
的
収
支
と
は
、
建

設
費
な
ど
財
産
形
成
に
必
要
な
収
入
と
支

出
で
す
。

表
６
は
市
債
の
現
在
高
で
す
。
学
校
建

設
や
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
な
ど
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用

さ
れ
る
公
共
施
設
整
備
に
は
、
一
時
的
に

多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
や
公
営
企
業
金
融
公
庫
、

市
中
銀
行
な
ど
か
ら
資
金
を
調
達
し
て
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
実
施
後
、
長
期
間
で
返
済
し
て
い
く

こ
と
で
、
年
度
間
の
公
平
な
費
用
負
担
を
実

現
し
ま
す
。
こ
の
借
入
金
が
市
債
で
す
。

基
金
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資
金
を
積
み
立

て
、
ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た

め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

表
７
は
主
な
基
金
の
状
況
で
す
。
伊
万

里
市
で
は
、
財
源
の
調
整
を
図
り
健
全
な

財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
「
財
政
調
整
基

金
」、
市
債
の
償
還
の
た
め
の
「
減
債
基

金
」、
将
来
の
公
共
施
設
の
整
備
に
対
応

す
る
た
め
の
「
公
共
施
設
整
備
基
金
」
な

ど
18
の
基
金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
文
化
施
設
整
備
の
経
費
に
充

て
る
「
文
化
振
興
基
金
」
な
ど
10
の
基
金
に

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
善
意
を
受
け
入
れ
な

が
ら
基
金
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

特 集 平成16年度決算の概要
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特 集 平成16年度決算の概要
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住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里
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住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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機
械
金
属
製
造
業
の
大
渡
鉄
工
所
（
大

渡
雄
二
郎
所
長(

写
真
右
））
が
黒
川
町
塩

屋
の
七
ツ
島
工
業
団
地
に
伊
万
里
工
場

（
製
缶
工
場
）
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

９
月
２
日
、
市
役
所
で
市
と
の
進
出
協
定

書
に
調
印
し
ま
し
た
。

大
渡
鉄
工
所
は
、
杵
島
郡
山
内
町
に
本

社
を
持
ち
、
売
上
高
の
約
75
㌫
が
1
名
村

造
船
所
か
ら
の
受
注
。
主
に
船
舶
機
関
室

油
タ
ン
ク
や
交
通
装
置
な
ど
を
製
造
し
て

い
ま
す
。

同
団
地
へ
の
進
出
は
、
運
送
コ
ス
ト
の

削
減
な
ど
の
た
め
に
前
々
か
ら
検
討
し
て

い
た
な
か
に
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
県
の

リ
ー
ス
制
度
（
１
年
間
１
　
　
当
た
り
１

０
０
円
）
を
利
用
す
る
こ
と
で
実
現
し
た

も
の
で
す
。

新
設
す
る
伊
万
里
工
場
の
規
模
は
、
用

地
３
６
４
８
　
　
を
賃
借
。
建
物
は
、
鉄

骨
造
平
屋
建
て
約
１
２
０
０
　
　
で
、
投

資
額
は
、
１
億
１
３
７
０
万
円
で
す
。
今

年
の
９
月
か
ら
着
工
し
、
来
年
１
月
の
操

業
開
始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
は
、
地
元
か
ら
当
初
５

人
を
雇
用
し
、
最
終
的
に
は
10
人
の
雇
用

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
印
式
で
大
渡
所
長
は
「
1
名
村
造
船

所
と
の
連
携
を
深
め
、
隣
接
す
る
こ
と
で

の
運
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
大
型
油
タ
ン
ク

を
製
造
で
き
る
新
設
備
で
受
注
量
を
増
や

し
て
行
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

進

出

企

業

協

定

調

印

式

水
難
事
故
で
人
命
救
助

大 川 分 団 優 勝 ！
小 隊 訓 練 競 技 大 会

伊
万
里
市
消
防
団
夏
季
点
検
と
第
４
回

小
隊
訓
練
競
技
大
会
が
８
月
21
日
、
Ｊ
Ａ

伊
万
里
の
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
季
点
検
に
は
、
市
内
12
分
団
か
ら
団

員
８
２
９
人
が
参
加
し
、
塚
部
市
長
か
ら

観
閲
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
古
川
知
事

も
激
励
に
駆
け
つ
け
、
女
性
消
防
団
や
ラ

ッ
パ
隊
に
よ
る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
小
隊
訓
練
競

技
大
会
で
は
、
各
分
団
の
指
揮
者
以
下
31

人
が
７
分
間
の
持
ち
時
間
内
に
行
進
、
か

け
足
な
ど
一
糸
乱
れ
ぬ
動
作
を
披
露
。
団

員
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
優
勝
に
輝
い
た
の
は
、
確
実
軽

快
な
動
作
で
会
場
の
団
員
を
う
な
ら
せ
た

大
川
分
団
で
し
た
。

お
ぼ
れ
て
い
る
男
性
の
救
助
に
協
力
し

た
二
里
町
八
谷
搦
の
山
田
正
幸
さ
ん
に
８

月
23
日
、
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は
、
７
月
26
日
の
正
午
ご
ろ
、

農
作
業
を
終
え
て
車
で
帰
宅
途
中
、
有
田

川
河
口
近
く
で
、
男
性
が
お
ぼ
れ
て
い
る

の
を
発
見
。
す
ぐ
に
水
難
事
故
の
発
生
を

救
急
隊
に
報
告
し
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊

員
と
と
も
に
、
岸
か
ら
ロ
ー
プ
で
引
き
寄

せ
る
な
ど
救
助
活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
山
田
さ
ん
は

「
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
男
性
が
助

か
っ
て
よ
か
っ
た
。
人
を
助
け
る
こ
と
は

大
変
な
こ
と
。
隊
員
の
訓
練
さ
れ
た
救
出

活
動
に
感
心
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

消
防
活
動
協
力
者
表
彰

平
方

メ
ー
ト
ル

平
方

メ
ー
ト
ル

平
方

メ
ー
ト
ル

大
渡
鉄
工
所（
本
社：

杵
島
郡
山
内
町
）

七
ツ
島
工
業
団
地
に
進
出
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第
37
回
市
民
体
育
祭
を
開
催
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
心
身
と

も
に
健
や
か
な
人
と
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
市
民
総
参
加
に
よ
る

第
37
回
市
民
体
育
祭
を
開
催
し
ま
す
。

小
学
生
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
み
ん
な
が
楽

し
め
る
体
育
祭
と
す
る
た
め
、
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
　
時

10
月
30
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

▼
会
　
場

国
見
台
陸
上
競
技
場

※
当
日
は
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

の
で
、
相
乗
り
な
ど
で
参
加
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

▼
問
合
先

体
育
保
健
課

（
牲
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
５
）

瀋
さ
ん
中
国
へ
〜(

公
務
研
修
生
修
了
式)

中
国
大
連
市
か
ら
公
務
研
修
生

と
し
て
市
役
所
に
勤
務
さ
れ
て
い

た
瀋し

ん

毅き

さ
ん
が
、
１
年
間
の
活
動

を
終
え
、
大
連
へ
帰
国
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

帰
国
前
日
の
８
月
29
日
に
修
了

式
が
行
わ
れ
、
塚
部
市
長
は
「
大

連
と
伊
万
里
の
経
済
交
流
の
発
展

の
足
掛
か
り
と
し
て
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
た
」
と
修
了
証
書
を
瀋

さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。
瀋
さ
ん

は
「
１
年
間
は
矢
の
よ
う
に
過
ぎ

て
行
き
ま
し
た
。
中
国
人
民
の
生

活
は
良
く
な
っ
た
が
、
今
後
の
問

題
で
あ
る
老
人
施
設
や
ゴ
ミ
処
理

施
設
、
そ
し
て
市
民
へ
の
接
遇
な

ど
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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サ
ワ
ラ
は
ヒ
ノ
キ
科
に
属

す
る
常
緑
高こ

う

木ぼ
く

で
す
。
ヒ
ノ
キ

と
似
て
い
ま
す
が
、
よ
く
観
察

す
る
と
、
葉
先
の
一
つ
一
つ
が

尖と
が

っ
て
い
る
の
で
区
別
が
つ
き

ま
す
。
花
は
４
月
に
咲
き
ま
す
。

こ
の
サ
ワ
ラ
は
、
黒
川
町
横

野
の
地
区
公
民
館
前
に
あ
り
ま

す
。
推
定
樹
齢
は
５
０
０
年
以

上
で
、
樹
高
約
20
・
５
㍍
、
目

通
り
幹み

き

回ま
わ

り
（
目
線
の
高
さ
で

の
幹
回
り
）
約
2.5
㍍
、
枝
張
り

は
東
西
約
10
・
５
㍍
、
南
北
約

12
㍍
で
、
佐
賀
県
内
で
最
も
大

き
な
サ
ワ
ラ
で
す
。
そ
の
上
、

垂
直
に
の
び
た
樹
形
は
す
っ
き

り
と
し
て
美
し
く
、
樹

勢
も
旺
盛
で
、
名
木
と

い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い

大
樹
で
す
。

サ
ワ
ラ
は
耐
水
性
に

富
み
、
香
気
が
少
な
い

性
質
が
あ
る
の
で
、
桶お

け

や
襖

ふ
す
ま

、
障

し
ょ
う

子じ

の
組く

み

子こ

の

材
料
な
ど
に
多
く
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
成
長
が
ヒ
ノ
キ
に
比

べ
て
遅
い
こ
と
や
、
桶
な
ど

の
需
要
が
激
減
し
た
こ
と
に

よ
り
、
現
在
で
は
栽
培
さ
れ

る
こ
と
は
ま
れ
で
、
長
野
県

の
木
曽
地
方
の
ほ
か
は
、
生

育
個
体
も
き
わ
め
て
珍
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
内
で
最
も
大
き
く
、

珍
し
い
樹
種
で
あ
る
こ
と
の

学
術
的
な
価
値
が
高
く
評
価

さ
れ
、
昭
和
56
年
に
伊
万
里

市
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

伊
万
里
市
の
文
化
財
⑦

ー
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
カ
ヌ
ー
体
験
は
好
評
で
、

み
ん
な
嬉
し
そ
う
に
オ
ー
ル
を
こ

ぎ
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
、

リ
レ
ー
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

『
野
生
へ
の
挑
戦
』
が
８
月
19

日
か
ら
22
日
ま
で
の
３
泊
４
日
の

日
程
で
、
大
川
町
東
田
代
自
然
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郷
土
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
集
団
野
営
生
活
を
体
験

し
、
心
身
を
鍛
え
る
と
と
も
に
、

将
来
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
創

造
性
や
自
主
性
、
協
調
性
を
培
い
、

明
日
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
の
リ

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
参
加
し
た
の
は
、
市
内
の

小
中
学
生
11
人
と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

の
高
校
生
３
人
。
期
間
中
前
半
は
、

雨
が
多
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た

が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
テ
ン
ト

の
設
営
や
、
野
外
炊
飯
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
リ

ジ
ュ
ニ
ア
体
験
伊
万
里
学

夏
休
み
の
宿
題
で
き
た

『
ジ
ュ
ニ
ア
体
験
伊
万
里
学
第

３
回
講
座
』
キ
ャ
ン
プ
と
木
工
製

作
が
、
８
月
26
日
か
ら
27
日
ま
で

大
川
内
山
キ
ャ
ン
プ
場
と
木
工
芸

セ
ン
タ
ー
ピ
ノ
キ
オ
の
家
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
６
回
の
体
験
講
座

の
一
つ
で
、
体
験
学
習
を
通
し
て

郷
土
を
愛
す
る
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
歴
史
や
産
業
、
伝
承
、

自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
小
学
４

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を
対
象
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
小
学
生
29
人
が
参

加
。
１
日
目
の
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
、

木
工
製
作
に
挑
戦
。
夏
休
み
の
宿

題
に
と
、
の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち
を

上
手
に
使
っ
て
、テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、

本
棚
な
ど
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
11
月
の
閉
講
式
ま
で

に
、
史
跡
め
ぐ
り
や
野
鳥
観
察
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

自然の森キャンプ
『野生への挑戦』

集団生活でみんな
たくましくなった
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小さいころから木に親しんでもらおうと、市内の小
学生を対象に『ピノキオ木工芸作品コンクール』が開
催され、68点の応募の中から最優秀賞１作品と優秀賞
２作品が決定しました。それぞれの作品は、大人顔負
けのすばらしいアイデアや工夫が凝らしてありました。

ＪＡ伊万里が、新潟県中越地震被災者へ伊万里梨
360玉を贈りました。これは、『いまり浪漫大学』で講
師をされた、福岡政行さんの『震災地への支援』の話
がきっかけで、実現されたものです。浪漫大学の学生
や市職員親睦会も費用の一部を負担し協力しました。

中越地震被災者へ伊万里梨を贈る

８.23

差別のない明るいまちづくりを！
８月の同和問題啓発強調月間にちなみ『同和問題講

演会』が市民センターで行われました。講師には創作
舞踊家の花柳幻舟さんが『人生、いつだってやり直し
はできる』と題して自分の苦しかった半生の中から、
真の勇気と開放をつかんだ自分の体験を語りました。

８.20

鍋島藩窯公園の登り窯で献上窯焚き
鍋島藩の御用窯時代の献上品つくりで行われていた

『献上窯焚き』が大川内山の鍋島公園にある登り窯で行
われました。これは、伝統の技を後世に残すために行
われているもので昔ながらのスタイルで火起こしや窯
入れを再現。今回は、北九州市長に献上する『色

いろ

絵
え

鶺
せき

鴒
れい

文
もん

瓶
へい

子
し

』や11月に開催される『鍋島藩窯秋まつり』で
の展示、販売される作品など約500点を窯入れしまし
た。なお、北九州市長への献上は10月17日の予定です。

小学生『木工芸職人』が決定！

８.31

８.23
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歌って踊って楽しんだ老人福祉大会

たくさんの梅料理で夏ばて解消！
第３回畑の中のレストランが開催され、『梅』をテー

マに市内外から40人が参加しました。参加者は、藤の
尾梅園と一次加工施設を見学後、梅加工研究会の皆さ
んが作った、梅花寿司や梅とうふ、梅まんじゅうなど
約20種類のバイキング料理を堪能しました。

第34回伊万里市老人福祉大会が市民会館でありまし
た。これは、伊万里市老人クラブ連合会と市が共催で
毎年行っています。恒例の芸能発表では、各町老人ク
ラブからうたや踊りなどが披露され、会場からたくさ
んの拍手と声援が送られていました。

就職試験シーズンを前に、伊万里商業高校で模擬面
接が行われました。これは、市内の企業の協力を得な
がら、ＰＴＡが主催したものです。来春就職を希望す
る生徒約100人は、緊張しながら面接を受けると、面
接官から“もっと自己PRを”と指導を受けていました。

もっともっと自分を売り込め！

８.24

８.25

８.23

青
年
会
議
所
創
立
40
周
年
記
念
事
業

Ｊ
Ｃ
教
室
in
サ
イ
パ
ン

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
学
び

平
和
を
祈
る

市
内
の
小
中
学
生
17
人
が
、
８
月
25
日
〜

29
日
ま
で
の
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
サ
イ
パ

ン
島
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

伊
万
里
青
年

会
議
所
の
創

立
40
周
年
記

念
事
業
で
企

画
さ
れ
た
も

の
で
、
国
際

交
流
・
平
和

教
育
・
自
然

教
育
を
目
的

と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
広

い
視
野
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
一
行

は
大
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
サ
イ
パ
ン
島
に
滞

在
。
多
く
の
日
本
兵
や
民
間
人
が
身
を
投
じ

た
バ
ン
ザ
イ
ク
リ
フ
や
中
部
大
平
洋
戦
没
者

の
碑
を
訪
れ
、
平
和
を
祈
り
な
が
ら
海
に
献

花
し
ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど

を
訪
れ
、
現
地
の
老
人
た
ち
と
の
交
流
も
行

い
ま
し
た
。
29
日
に
帰
国
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
平
和
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
感
想
文

に
書
い
て
い
ま
し
た
。

８.25

豊作・雨ごい祈願『脇野大念仏』
東山代町脇野地区の催し『万燈の夕べ』が宝積寺で

ありました。当日は、佐賀県重要無形民俗文化財に指
定されている『脇野の大念仏』が地元保存会により奉
納されました。訪れた観客は、豊作や雨ごい祈願の念
仏踊りの幻想的で神秘的な世界に魅せられました。

８.21
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女
性
最
高
齢
者
は
、
こ
の
ほ
ど

県
内
最
高
齢
者
と
な
っ
た
、
南
波

多
町
の
熊
川
ナ
ツ
さ
ん
１
１
０

歳
。
現
在
、
ナ
ツ
さ
ん
は
、
横
に

な
っ
て
過
ご
す
日

が
多
い
も
の
の
、

好
き
嫌
い
も
な

く
、
三
度
の
食
事

を
き
ち
ん
と
食
べ

て
い
ま
す
。

市
長
が
「
県
内

一
番
の
長
寿
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
声
を
か
け

る
と
、
ナ
ツ
さ
ん

は
嬉
し
そ
う
に
手

を
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。

市
内
最
高
齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問

女
性
　
南
波
多
町
　
熊
川
ナ
ツ
さ
ん
　
歳

男
性
　
松
浦
町
　
　
伊
東
辰
見
さ
ん
　
歳

敬
老
の
日
を
前
に
９
月
１
日
、

市
内
男
女
の
最
高
齢
者
の
自
宅
を

塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

男
性
最
高
齢
者
は
、
松
浦
町
の

伊
東
辰
見
さ
ん
１
０
０
歳
。
伊
東

さ
ん
は
、
毎
朝
６
時
に
朝
食
を
と

り
、
足
の
リ
ハ
ビ
リ
に
通
院
す
る

の
が
日
課
。
若
い
時
に
剣
道
を
し

て
い
た
と
あ
っ
て
姿
勢
も
良
く
、

足
が
少
し
不
自
由
な
以
外
は
健
康

そ
の
も
の
。
市
長
の
訪
問
に
終
始

笑
顔
で
、
若
い
時
の
苦
労
話
な
ど

話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

岩
永
コ
ト
さ
ん
（
二
里
町
川
東
）

が
８
月
29
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部
市
長

か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

コ
ト
さ
ん
は
、
現
在
、
市
内
の

病
院
に
入
院
中
で
す
。
少
々
耳
が

不
自
由
な
も
の
の
元
気
で
、
病
院

の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
花
束
や
ケ
ー
キ

が
贈
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

コ
ト
さ
ん
は
、
食
べ
物
の
好
き

嫌
い
も
な
く
、
食
事
が
待
ち
ど
お

し
い
ほ
ど
食
欲
旺
盛
で
、
こ
の
日

も
贈
ら
れ
た
ケ
ー
キ
を
お
い
し
く

ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

市
長
が
百
寿
メ
ダ
ル
を
コ
ト
さ

ん
の
首
に
か
け
て
「
百
歳
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

安
心
し
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
か
け
る
と
、
コ
ト
さ

ん
は
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
で
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。
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ぼ
く
は
〝
い
な
い
い
な
い
ば
あ

っ
！
〞
を
見
な
が
ら
踊
る
の
が
好

き
な
ん
だ
。
で
も
今
一
番
の
お
気

に
入
り
は
『
あ
る
あ
る
探
検
隊
』。

ひ
ょ
っ
と
し
て
将
来
は
、
大
好
き

な
優
し
い
二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん

と
、
ト
リ
オ
漫
才
を
や
っ
て
た
り

し
て
…
。
南
波
多
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
応
援
し
て
ね
！

稲
いな

葉
ば

磨
ま

貴
き

子
こ

さん(26歳) 小
こ

林
ばやし

颯
はや

天
て

くん

は
や
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
は
お
母
さ

ん
の
元
気
の
モ
ト
だ
よ
！
こ
れ
か

ら
も
三
人
兄
弟
仲
良
く
遊
ん
で
、

す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。

★
お
仕
事
は

社
会
保
険
浦
之
崎
病
院
に
勤
め

て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
庶
務

の
仕
事
を
し
て
お
り
、
女
性
が

私
一
人
な
の
で
、
み
ん
な
か
ら

可
愛
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

小
学
校
４
年
の
時
か
ら
始
め
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
私
の
所
属
す

る
『
伊
万
里
ク
ラ
ブ
』
は
と
て

も
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で

す
。
バ
レ
ー
に
興
味
の
あ
る
人

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？

★
特
技
・
習
い
事
な
ど
は

書
道
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
実

は
師
範
の
腕
前
な
ん
で
す
よ
。

★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
で
す
。

★章彦・美千代さんの三男

★大坪町柳井町

★波多津町辻

★しし座・Ｏ型

( )1歳
７か月

◆
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

①
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
食
事

に
す
る

１
日
の
必
要
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
は
、
一
人
ひ
と
り
の
年
齢
、
性

別
、
身
長
、
体
重
、
日
々
の
生
活

活
動
量
な
ど
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

ま
す
。
原
則
的
に
は
医
師
が
決
め

ま
す
。

◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
出
し
方

●

１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（

）
＝

標※

準
体
重(

)

×

生※

活
活
動
量
（
25
〜
35
）

※
標
準
体
重(

)

＝

身
長(

㍍)

×
身
長(

㍍)

×
22

※
生
活
活
動
量

・
軽
労
作：

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
主

な
人
、
主
婦
な
ど
　
25
〜
30

・
普
通
労
作：

立
仕
事
が
多
い
職

業
の
人
　
　
　
　
　
30
〜
35

・
重
い
労
作：

力
仕
事
の
多
い
職

業
の
人
　
　
　
　
　
35

②
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

糖
尿
病
の
食
事
療
法
で
は
、
と

く
に
よ
い
食
品
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
食
べ
て
は
い
け
な
い
食
品
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
と
り
混
ぜ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
正
な
量
を
食
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る

同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
食
事
で

も
、
１
食
だ
け
に
集
中
し
て
食
べ

る
と
血
糖
の
変
動
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
３
度
の
食
事
は
均
等
に
配

分
し
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
、

規
則
正
し
く
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
食
事
療
法
を
長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ

①
家
族
と
同
じ
食
事
を
と
る

特
別
に
難
し
く
考
え
て
、
糖
尿

病
食
と
し
て
別
に
調
理
し
て
い
る

と
長
続
き
し
な
く
な
り
ま
す
。
食

べ
方
と
量
に
注
意
す
れ
ば
家
族
と

同
じ
食
事
を
と
っ
て
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
大
皿
か
ら

と
り
分
け
る
と
分
量
が
わ
か
り
に

く
く
な
る
の
で
、
自
分
の
指
示
量

に
合
わ
せ
て
、
食
べ
る
分
だ
け
と

り
分
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
味
は
薄
味
に
す
る

味
を
濃
く
す
る
と
主
食
を
た
く

さ
ん
食
べ
て
し
ま
う
の
で
、
薄
味

の
食
事
に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。
新
鮮

な
材
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
旨

味
、
香
り
な
ど
を
い
か
し
薄
味
に

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
品
で
満
腹
感
を

肥
満
を
伴
っ
た
人
の
糖
尿
病
の

食
事
で
は
、
空
腹
感
と
の
戦
い
は

や
む
を
得
ま
せ
ん
。
低
カ
ロ
リ
ー

食
品
の
野
菜
・
き
の
こ
類
・
コ
ン

ニ
ャ
ク
・
海
草
な
ど
を
上
手
に
利

用
す
る
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
よ
く
か
む
と
少
な
い
量
で

も
満
腹
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
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今
月
は
、『
糖
尿
病
の

食
事
療
法
』
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

糖
尿
病
食
は
、
一
般
の

健
康
な
人
に
と
っ
て
も

理
想
的
な
食
事
で
す
。

普
段
か
ら
食
べ
過
ぎ

ず
、
偏
食
せ
ず
、
規
則

正
し
く
食
べ
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

キ
ロ
カ

ロ
リ
ー

キ
ロ
カ

ロ
リ
ー

キ
ロ
カ

ロ
リ
ー

キ
ロ
カ

ロ
リ
ー

キ
　
ロ

グ
ラ
ム

キ
　
ロ

グ
ラ
ム
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２日（日）
●伊万里町民
スローピッチソフトボール大会
９時開会　啓成中学校

９日（日）
●立花地区グラウンドゴルフ大会
８時半開会　立花小学校

10日（月）
●波多津町民軽スポーツ大会
８時半開会　波多津運動広場ほか

12日（水）
●二里町民ゴルフ大会
９時半開会　若木ゴルフ場

16日（日）
●南波多町内一周駅伝大会
８時半開会　南波多町内

●東山代町民バレーボール大会
８時半開会　東山代小学校ほか

11月６日（日）
●東山代町内駅伝競走大会
８時半開会 浦川内区緑ヶ丘団地周辺

●山代町民ゲートボール大会
８時半開会　山代ゲートボール場

10月の市民スポーツ

10月の町民スポーツ

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

第
２
回
九
州
地
区
マ
マ
さ
ん
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
が
、

８
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
、
国

見
台
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

伊
万
里
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
た
本
大
会
に
は
、
九
州
か

ら
８
チ
ー
ム
が
出
場
。
佐
賀
県
代

表
の
一
つ
と
し
て
出
場
し
た
伊
万

里
ク
ラ
ブ
は
、
予
選
パ
ー
ト
初
戦

ミ
ル
キ
ー
（
大
分
県
代
表
）
を
47

対
26
、
続
く
２
戦
目
は
熊
本
マ
マ

ク
ラ
ブ
（
熊
本
県
代
表
）
を
52
対

41
と
連
勝
し
、
予
選
を
１
位
で
通

過
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、

準
優
勝
し
た
鳥
栖
ク
ラ
ブ
に
惜
し

く
も
33
対
31
と
破
れ
た
も
の
の
、

み
ご
と
３
位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

伊
万
里
ク
ラ
ブ
　
福
富
晃
希
く
ん

男
子
５
年
１
０
０
㍍
全
国
優
勝
！

小
学
５
年
男
子
１
０
０
㍍
走
の

佐
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
、

福
富
晃
希
く
ん
（
伊
万
里
ク
ラ
ブ

所
属：

伊
万
里
小
）
が
13
秒
14
の

記
録
で
県
勢
初
と
な
る
全
国
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

福
富
く
ん
は
、
準
決
勝
を
１
位

で
通
過
し
、
決
勝
で
は
ス
タ
ー
ト

が
出
遅
れ
た
も
の
の
、
中
盤
か
ら

ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
、
２
位
以
下
を

大
き
く
離
し
、
自
己
ベ
ス
ト
の
タ

イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

優
勝
の
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ

た
福
富
く
ん
は
「
来
年
も
出
場
し
、

優
勝
す
る
の
が
目
標
で
す
」
と
力

強
く
話
し
ま
し
た
。

第
２
回
九
州
地
区
マ
マ
さ
ん

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

伊
万
里
ク
ラ
ブ
　
　
　
３
位
入
賞
！

３日（月）
●中学校駅伝競走大会
９時開会　国見台陸上競技場

７日（金）
●シルバー体育祭
８時半開会　国見台陸上競技場

９日（日）
●伊万里夕やけマラソン2005
14時半開会　イマリンビーチ

10日（月）
●国見台陸上競技カーニバル
９時開会　国見台陸上競技場

15日（土）
●市小学校陸上運動大会
９時開会　国見台陸上競技場

30日（日）市民体育祭
９時開会　国見台陸上競技場

道路交通規制について（お知らせ）

『夕やけマラソン2005』開催のため下記の時間帯で一時的に通行が
規制されますので、皆さんのご協力をお願いします。
◆日　時　10月９日（日）午後３時半～５時半
◆区　間　佐賀大学海洋エネルギー研究センター（伊万里団地）～

伊万里湾大橋～国道204号（黒川町）～イマリンビーチ
◆問合先　教育委員会体育保健課（1@3２１１１内線４６５）

第
21
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
が
、
８
月
26
日
か
ら
28

日
に
か
け
て
、
東
京
の
国
立
競
技

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

み
ご
と

県勢初
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●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
個
別
相
談

●

対
　
象

こ
と
ば
の
発
達
や
聞

こ
え
に
関
し
て
相
談
の
あ
る
人

※
参
加
希
望
の
人
は
、
10
月
12
日

（
水
）
ま
で
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先

健
康
づ
く
り

課
（
1
@2
３
９
１
６
）

●

期
　
日

10
月
27
日
（
木
）

●

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

※
医
学
的
判
定
は
午
後
２
時
〜

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す

る
診
断
（
診
療
科
目
は
、
整
形

外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

②
医
療
に
関
す
る
相
談

人
権
問
題
、
相
続
、
不
動
産
、

借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
家
庭
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●

日
　
時

10
月
18
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

市
役
所
１
階
市
民
相

談
コ
ー
ナ
ー

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
1
@3
２
４
９
２
）

●

日
　
時

10
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

相
談
内
容

金
銭
貸
借
、
土
地

建
物
、
交
通
事
故
、
公
害
、
夫

婦
、
親
子
、
相
続
な
ど

●

問
合
先

伊
万
里
簡
易
裁
判
所

（
1
@3
３
３
４
０
）

●

日
　
時

10
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
２
時
半

くらしのお
知
ら
せ

無
料
特
設
人
権
相
談

③
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
、
適

合
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
判
定

④
施
設
入
所
に
関
す
る
相
談
、
そ

の
他
更
生
指
導
に
関
す
る
こ
と

●

対
象
者

身
体
に
機
能
的
障
害
を
有
し
、

右
記
の
内
容
の
い
ず
れ
か
に
つ

い
て
相
談
を
希
望
す
る
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
１
）

10
月
17
日
か
ら
23
日
は
、
行
政

相
談
週
間
で
す
。
総
務
省
で
は
、

国
な
ど
の
行
政
に
対
す
る
意
見
や

苦
情
、
要
望
を
受
け
付
け
、
行
政

運
営
の
改
善
な
ど
に
結
び
つ
け
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
各
機
関
が
参
加
し
『
一

日
合
同
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

●

日
　
時

10
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

●

参
加
機
関

福
岡
入
国
管
理
局
、

福
岡
国
税
局
税
務
相
談
室
、
伊

万
里
労
働
基
準
監
督
署
、
唐
津

社
会
保
険
事
務
所
、
佐
賀
県
、

伊
万
里
警
察
署
、
伊
万
里
市
、

佐
賀
県
弁
護
士
会
、
佐
賀
県
司

法
書
士
会
、
佐
賀
県
行
政
書
士

会
、
佐
賀
行
政
評
価
事
務
所
、

行
政
相
談
員

●

問
合
先

佐
賀
行
政
評
価
事
務
所

（
1
０
９
５
２
@2
２
６
５
１
）

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１

か
月
間
、
県
下
一
斉
に
ご
み
減
量

化
へ
の
啓
発
事
業
と
し
て
『
マ

イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
買
い
物
時
に
は
レ
ジ
袋
を
自
粛

し
、
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
）
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

買
い
物
時
に
は
レ
ジ
袋
の
受
け

取
り
を
極
力
避
け
、
で
き
る
だ
け

家
庭
内
に
あ
る
買
い
物
袋
を
持
参

す
る
こ
と
で
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

●

日
　
時

10
月
30
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

東
山
代
公
民
館

●

内
　
容

▽
山
ノ
寺
史
跡
を
発
掘
調
査
し
て

▽
講
　
師

伊
万
里
市
教
育
委
員
会

▽
主
　
催

松
浦
党
山
ノ
寺
史
跡
顕
彰
会

●

問
合
先

市
史
編
さ
ん
室
金
子

（
1
@3
１
１
１
内
線
２
８
７
）

くらしの 

弁
護
士
・
調
停
委
員
の

無
料
調
停
相
談
会

こ
と
ば
や
聞
こ
え
の

相

談

会

身
体
障
害
者
更
生

相
談
所
の
巡
回
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

一
日
合
同
行
政
相
談
所

ご
参
加
く
だ
さ
い

山
ノ
寺
史
跡
講
演
会

マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
ご
協
力
を



222005.10

気
に
す
る
『
し
か
け
』
で
す
。

み
ん
な
で
自
由
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●

主
　
催

教
育
委
員
会
、
伊
万

里
市
博
物
館
・
美
術
館
づ
く
り

を
す
す
め
る
会

●

問
合
先

生
涯
学
習
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
３
）

◎
合
同
芸
能
発
表
会

●

日
　
時

11
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

箏
曲
、
長
唄
、
大
正

琴
、
詩
舞
、
舞
踊
、
バ
レ
エ
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
な
ど

●

入
場
料

３
０
０
円

※
そ
の
他
の
展
示
や
発
表
（
い
ず

れ
も
６
日
ま
で
）

菊
花
展
10
月
30
日
〜
、
短
冊
展

11
月
１
日
〜
、
華
道
展
、
書
道

展
11
月
４
日
〜
、
盆
栽
展
11
月

５
日
〜
、
茶
会
11
月
６
日

●

問
合
先

伊
万
里
市
文
化
連
盟

橋
口
（
1
@3
０
９
３
３
）

●

日
　
時

10
月
10
日
（
祝
日
）

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

●

集
　
合

市
役
所
前

●

コ
ー
ス

市
役
所
〜
大
川
内
山
を
往
復

●

参
加
資
格

10
㌔
歩
け
る
自
信
の
あ
る
人
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
参
加
者
に
は
お
茶
と
粗
品
を
進

呈
し
ま
す

●

参
加
料

無
　
料

※
昼
食
用
の
弁
当
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

●

問
合
先

十
年
会
の
飯
田

（
1
@3
２
７
５
２
）

●

受
験
資
格

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
平
成
18
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
）

●

受
付
期
間

11
月
１
日
（
火
）

〜
平
成
18
年
１
月
10
日
（
火
）

●

問
合
先

自
衛
隊
武
雄
募
集
事
務
所

（
1
０
９
５
４
@3
８
３
０
４
）

●

日
　
時

10
月
18
日
（
火
）

午
前
10
時

●

集
合
場
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
Ｊ
Ａ
直
売
所
四
季
の

館
『
茶
屋
の
会
』
の
皆
さ
ん
に

よ
る
お
供
日
料
理
ク
ッ
キ
ン
グ

●

参
加
費
　
８
０
０
円

●

募
集
人
員
　
20
人
程
度
（
抽
選
）

●

申
込
方
法
　
市
内
農
産
物
直
売

所
、
Ａ
コ
ー
プ
伊
万
里
店
・
黒

川
店
、
市
役
所
に
申
し
込
み
用

紙
と
応
募
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

●

申
込
期
限
　
10
月
13
日
（
木
）

●

問
合
先

農
業
振
興
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
７
８
）

●

日
　
時

10
月
９
日
（
日
）
〜

30
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
期
間
中
無
休
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で

●

会
　
場

歴
史
民
俗
資
料
館

●

入
場
料

無
　
料

●

内
　
容

古
伊
万
里
を
は
じ
め

市
民
所
蔵
の
名
品
の
数
々
を
展

示
し
ま
す

●

主
　
催

歴
史
民
俗
資
料
館
、

伊
万
里
市
博
物
館
・
美
術
館
づ

く
り
を
す
す
め
る
会

●

問
合
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
1
@2
７
１
０
７
）

●

日
　
時

10
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

●

会
　
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

参
加
費

無
　
料
（
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
）

●

内
　
容

基
調
講
演

『
博
物
館
・
美
術
館
と
観
光
』

▽
講
　
師
　
中
園
成
生
氏
　
生
月

町
博
物
館
『
島
の
館
』
学
芸
員

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

田
代
準
治
氏

佐
賀
新
聞
社
報
道
局
地
方
グ
ル

ー
プ
長
兼
論
説
委
員

▽
パ
ネ
ラ
ー
　
市
内
各
界
か
ら

博
物
館
・
美
術
館
は
ま
ち
を
元

ぼ
し
ゅ
う

10
㌔
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
む
集
い

自
衛
隊
生
徒
募
集

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

お

供

日

料

理

伊
万
里
市
文
化
祭
を

開

催

し

ま

す

第
６
回
市
民
所
蔵
品
展

〜

や

き

も

の

〜

市
民
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

宝
く
じ
助
成
事
業
で

倉
庫
兼
ト
イ
レ
を

設
置
し
ま
し
た

大
坪
町
白
野
区
は
、
宝
く

じ
の
助
成
金
を
受
け
、
白
野

多
目
的
広
場
に
倉
庫
兼
ト
イ

レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
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くらしの 
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人のうごき

平成17年９月１日現在
●人口　59,219人　（＋ 19）

男　28,271人　（＋ 14）
女　30,948人　（＋ 5）

●世帯　20,910世帯（＋ 20）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報　　　　　 2005-10
■発行日／平成17年10月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印　　刷／山口印刷株式会社

今
月
の
お
便
り
の
香
月
さ
ん
は
、
１
９
９
８

年
、
日
本
人
女
性
と
し
て
は
３
人
目
と
な
る
珈

琲
鑑
定
士
（
ク
ラ
シ
フ
ィ
カ
ド
ー
ル
）
の
資
格

を
ブ
ラ
ジ
ル
で
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館
（
神
戸
市
）
に
学
芸

員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
便
り
は
、
10
月
１
日
の
『
コ
ー
ヒ
ー

の
日
』
に
合
わ
せ
て
、
香
月
さ
ん
流
の
伊
万
里

へ
の
思
い
を
投
稿
し
て
頂
い
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
伊
万
里
焼
の
マ
イ
カ
ッ
プ
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
？
　
コ
ー
ヒ
ー
の
日
生
ま
れ
の
（
Ｓ
）

兵庫県芦屋市 香
か

月
つき

麻
ま

里
り

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『伊万里の湯のみでコーヒーを味わった
ヨーロッパの王侯貴族』

ひ

と
り
こ

ひ
も

と

か
か
ぐ
わ

10月１日

コーヒーの
日

に寄せて

マイセン 1740年代頃
小皿に湯のみをのせたようなスタイル


